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日本工業規格 



JIS 



人間工学 一 精神的 作業 負荷に Z 85021994 

関する 原則 一 用語 及び 定義 (ISO 1 0075 ： 1991) 

Ergonomic principles related to mental work load 
—General terms and definitions 



日本工業規格 としての まえがき 

この 規格 は， 1991 年 第：! 版と して 発行され た ISO 10075 (Ergonomic principles related to mental work-load 
-General terms and definitions) を 翻訳し， 技術的 内容 を 変更す る ことなく 作成した 日本工業規格で あるが， 规 
格 票の 様式 を 一般の 用語 規格に あわせて 変更して いる。 



序文 

この 规格 は， ISO 6385 ： 1981 (Ergonomic principles in the design of work systems) の 3.7〜3.9 に， 精神的 作業 

負荷に 関する 特別な 面に ついて 追加す る もので あり， この 領域で 特に 考えなければ ならない 重要な 用語 及び その 概念 
について 規定す る。 

1. 適用 範囲 

この 規格 は， 精神的 負荷 及び 精神的 負担 を 含む 精神的 作業 負荷の 分野に おける 用語 を 定義し， これらに 含まれる 概 
念の 間の 関係に ついて 規定す る。 

この 規格 は， 精神的 作業 負荷に 関する 作業 条件の 設計に 適用して， 人間工学の 分野の ほか， 一般の 鉱 工業 分野に お 
いて， 専門家と 実務家との 間の 専門用語の 相互 理解 を 促進す る こと を 目的と している。 

他の 規格で 规定 している， 又は 規定す る ことになる， 測定 方法 及び 課業 設計 （task design) の 原則に ついては 规定 
しない。 

2. 一般的な 概念 

身体 的 活動が 主と なる 活動で あっても， 活動 は， すべて 精神的 負荷" を 負わせる ものである。 この場合の" 精神的 
負荷" は， 人間に 作用 を 及ぼし， かつ， 精神的に 効果 を 与える すべての 外部の 影; ま を も 指す ために 用いる 用語で あ 
る。 精神的 負荷 は， 人間の 精神的 負担 を 増減させる 作用が ある。 精神的 負担に よって 直接的に 生じる 影響と して は， 
一方に は 促進 的 効果が あり， 他方に は 精神 疲労 及び/又は 疲労 様 状態が ある。 精神的 負担の 間接的な 影響と して， 練 
習 及び 訓練 効果 も あるであろう 。 ここで 述べる 精神的 負担の 影響 は， 個人的 及び 状況 的な 事前 条件に よって 形態 及び 
強さが 異なる かもしれ ない。 

この 規格で は， "精神的" という 表現 を， 人間の 体験 及び 行動の 過程に ついていう 場合に 用いる。 この 意味での" 精 
神 的" は， 人間の 認知， 情報， 情 動的な 過程 を 表す。 このような 各 側面 は， 相互に 関係が あり， 現実に は 分離して 取 
り 扱う こと はでき ず， また， そうすべき でもない ので， 精神的と いう 言葉 を 用いる。 

1) 附属 書 A の A.4 参照。 



2 

Z 8502-1994 (ISO 10075 ： 1991) 

3. 定義 

3.1 精神的 負荷 



番号 


用語 


疋義 


対応 英語 


3.1 


精神的 貪 荷 


外部から 人間に 対して 作用 を 及ぼし， かつ， 精神的に 
効果 を 与える 2) 評価 可能な 影響の 全体。 


mental stress 


3.2 精神的 負祖 


番号 


用語 


疋義 


対応 英語 


3.2 


精神的 負担 


精神的 負荷に よって 個々 の 人の 内部に 直ちに 起こる 効 
果 （長期に わたる 影 * ではない。） であって， 各人の 対 
処 様式 を 含み， 個人の 習慣 及び そのと きの 事前 条件 
(precondition) 2) に 依存す る も の。 


mental strain 


3.3 精神的 負担の 影響 3) 
3.3.1 促進 的 効果 


番号 


用語 


定義 


対応 英語 


3.3.1.1 


ウォーミングアップ 効 
果 


ある 活動 を 始めた す ぐ 後に， 当初に 要した 努力に 比べ 
て， その 活動 を 行う ために 必要な 努力 力 S 、少な く てす む 
ようになる ような， 精神的 負担に よって 普通に 起こる 

影響。 


warming-up effect 


3.3.1.2 


活性化 


精神的 及び 身体 的 機能の 効率に 差が あ る 内部 状態。 
備考 精神的 負担 は， その 持続 期間と 強さと によつ 
て， 活性化の 程度に 違い を 起こす。 活性化が 最 
適で あるよう な 領域が 存在す る。 すなわち， 低 
くも 高 くもなく， 機能の 最高の 効率が 保証 さ れ 
る 領域が ある。 あまり 急激な 負担の 増大 は， 好 
ましくない 過剰な 活性 ィ匕を もたらす こと を 留意 
する こと 力 f 望ましい。 


activation 


3.3.2 減退 的 効果 減退 的 効果 は， 回復の 時間 的 パタン 及び 回復の 方法に よって 区別 するとよ い。 

また， 症状に よっても 区別され る。 回復に かかる 時間， 又は 回復の ための 活動の 多様性の 点で， 効果の 減退 は， よ 
り 普通で ある こと も あり， より 特殊で ある こと も ある。 


番号 


用語 




対応 英語 


3.3.2.1 


精神 疲労 


先行す る 精神的 負担の 強さ， 持続 期間 及 び 時 間 的ノ マ タ 
ンに 依存す る， 精神的 及び 身体 的 機能の 効率の 一時的 
な 減退。 精神 疲労の 回復 は， 活動の 変化よりも むしろ 
回復 作用に よって 達成され る。 

備考 この 機能の 効率の 低下 は， 例えば， 疲労感， 努 
力の 割に 成果が 上がらない， 過誤の 種類 '究 生 
頻度な どに よって 明らかになる。 この 減退の 程 
度 は， 個人の 事前の 状態に よっても 決まる。 


mental latigue 



2) 附属 書 A 参照。 

3) 次に 示す 用語の 配列 順序 は， 機能 上の 関係付け を 少しも 意味し ない。 
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Z 8502-1994 (ISO 10075 ： 1991) 



番号 


用語 


定義 


対応 英語 


3.3.2.2 


疲労 様 状態 


状況が ほ と ん ど 変化し ないた めに 生 じる 精神的 負担の 
影響 を 受けて いる 個人の 状態。 この 状態 は， 課業 及 
び/又は 環境 • 状況が 変われば す ぐに 消失す る。 この 
状態に は， 単調 感， 注意力の 低下 及び 心的 飽和が あ 
る。 

備考 精神 疲労と 同様に 疲労感 は， 通常， 疲労 様 状態 

でも 生じる。 しかし， 疲労 あ! f 状態 は， 一時的で 
あると いう 点で， 精神 疲労と は 異なる。 このよ 
うな 疲労 様 状態に は， 特に 著しい 個人差が みら 
れる。 


fatigue-like status 








3.3.2.2.1 


単調 感 


長時間の， 単一の， 繰り返しの 課業 又は 活動の 間に 起 
こり やすい， 活性化の 減退が ゆつ く り 進行す る 状態で 
あり， 主として， 眠気， 疲労感， 遂行 能力の 低下 及び 
変動， 適応 能力 及び 責任感の 低下， 並びに 心拍 変動の 
増加 を 伴う もの。 


monotony 


3.3.2.2.2 


注意力の 低下 


ほとんど 変化がない 監視 業務で， （例えば， レ 一ダス 
ク リーン 又は 計器 盤の 監視 中に） 発見の 能力が ゆつ く 
り 低下して いく 状態。 

備考 単調 感と 注意力の 低下との 違い は， 原因と なる 
環境に よる 違いで あり， 影響の 違いで はない。 


reduced vigilance 


3.3.2.2.3 


心的 飽和 


反復 的な 課業 又は 状況に 対し 神経 的に 不安定に なつ 
て， 強い 感情的な 拒否 を 示す 状態で あり， 経験的に 
は， "はかどらない" 又は "う ま く いかない" というよ 
う な 状態。 

備考 心的 飽和の このほかの 症状と して， 怒り， 遂行 
能力の 低下， 及び/又は 疲労感， 並びに 逃避 傾 
向が ある。 単調 感 及び 注意力の 低下と は 対照的 
に， 心的 飽和の 場合に は， 活性化の 水準 は 変化 
しない か， 又は かえって 上昇し， 否定的な 感情 
が 伴 う 。 


mental satiation 


3.3.3 その他の 効果 


番号 


用語 


定義 


対応 英語 


3.3.3.1 


練習 効果 


精神的 負担に 繰り返し 対処 し た 後， 学習の 過程に 伴 つ 
て 生じた， 個人の 遂行 能力の 持続的な 変化。 


practice effect 
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Z 8502-1994 (ISO 10075 ： 1991) 



附属 書 A (規定） 
用語 及び 概念の 追加 説明 

A.1 図 A.1 は， 精神的 負荷 及び 個別の 要因と， 実際の 精神的 負担 及び 直接の 効果との 関係 を 説明した ものである。 
ここに 示した もの は， 単純化して あり， 可能性が ある 繰り返しの 効果 は 無視して ある。 また， 個別の 要因の 違いと と 
もに， 精神的 負荷 を 生じる 条件の 違いに よって グループ 分けした。 各 グループ に対して 単なる 例 を 掲げた が， すべて 
を 網羅した もので はない。 掲げた 例の 順序に は 何の 序列 もない。 

A.2 この 規格に 挙げた 負担の 影響の ほかに も， 精神的 負担の 影響 は 存在す る。 例えば， けん （倦) 怠感， 負荷が 大き 
すぎる という 感覚が ある 力、 これら は 個人差が 大きく， また， 研究の 結論が まだ 得られて いないため， この 規格で は 
取 り 扱わない。 過度に 高い， 又は 低い 精神的 負担に 繰 り 返し さらされた とき の 好ま し く ない 長期的な 影響に ついて も 
同様で ある。 

ん 3 個人の 事前の 活動 又は 初期 状態に よって， 同じ 状況 下で も， 精神的 負荷 力 《 精神的 負担 を 増加させる こ ともあれ 
ば 減少させる こと も ある。 例えば， 本 を 読む こと は， 精神的 負荷 を 与えて， 精神的 負担の 増加 を 引き起こ すが， 長 時 
間の 白熱した 討論の 後に 気分転換と して 同じ 情報 を 読めば， 精神的 負荷 は， 精神的 負担 を 減少させる かも 知れない。 

A.4 専門家が 用いる 専門語と 日常生活で 用いる 語に は 意味の 違いが あるた め， 言語 上の 困難が 生じる かも しれな 
い。 一般 用語の 負荷に はや や 否定的な 意味合いが ある 力、 この 規格で は， 負荷 は， 全く 中立 的な 意味で 用いて おり， 
個人が 外部から 受けて， 精神的な 影響 を 被る， 評価 可能な すべての 要因 を 含む ものと している。 したがって， 専門 用 
語と しての" 精神的 負荷" の 中には， 日常会話の 用法で" 負担からの 解放" と 表現され るよう な 外部 影響 も 含まれて い 
る。 



5 



人 
間 



Z 8502-1994 (ISO 1 0075 ： 1991) 
図 A.1 精神的な 作業 負荷に おける 負荷 一 負担の 関係 



精神的 負荷に 及ぼす 状況の 影響の 例 ： 


課業の 要求 事項 


物理的 条件 


社会 及び 組織 上の 要因 


社会の 要因 








(組織 外） 


例 ： 


例 ： 


例 ： 


例 ： 


注意の 維持 


照明 


組織の 型 


社会的 要求 


(長時間 レーダー スコー 


(輝度， コント ラス 


(管理の 構造， 情報 伝達の 


(公衆の 健康 又は 福祉に 


プを 看視） 


ト， グ レア） 




対する 責任） 


情報処理 








(発見し なければ ならな 


気候 状態 


組織の 環境 


文化的 基準 


い 信号の 数 及び 性質， 


(温度， 湿度， 気流） 


(個人の 受 入れ 度， 人間 関 


(受容で き る 作業 条件， 


不完全な 情報から 推論 




係） 


価値， 規範） 


を 導く， 代替の 措置の 


騒音 






決定） 


(音 圧 レベル， 周 波 


集団と しての 要因 


経済的 状況 


責任 


数） 


(集団の 構造， 結集 力） 


(労働市場） 


(同僚の 健康 * 安全， 生 








産の 損失） 


天候 


リーダ シップ 




活動の 持続 期間 及び 時期 


(雨天， ia) 


(厳重な 監督， 指令 形 指 




(作業時間， 休憩， 交替 




導） 




勤務） 


におい 






課業の 内容 


(芳香， 悪臭） 


対立 




(管理， 計画， 実行， 評 




(グループ 間， 個人 間） 




価） 








危険 




社会的 接触 




(地下 作業， 交通， 爆発 




(隔離され た 作業， 顧客と 




物 取扱い） 




の 関係） 


^ 


個人の 特性 ： 負荷-負担 関係 を 変え る 例 ： 






要求 水準 


才能 


全般的 状態 


現実の 状態 


自分自身の 能力に 対する 


技量 


健康 


初期の 活性化の 水準 


自信 


知識 


体質 




動機 付け 


経験 


年 » 




心構え 




栄養 




対処の 様式 











精神的 負担 

~~ ______ 一 ______ ——- 


____ — 


促進 的 効果 


精神的 負担の 減退 的 効果 


その他の 効果 


ウォー ミ ンゲマ、, 
活性化 


/ プ 精神 疲労 及び/又は 疲労 様 状態 

(単調 感， 注意力の 低下， 心的 飽和） 


練習 効果 
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JIS Z 8502 1994 

(ISO 1 0075 ： 1991) 
人間工学 一 精神的 作業 負荷に 

解 

関する 原則 一 用語 及び 定義 



この 解説 は， 本体 及び 附-属 書に 規定した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はな 



1. 制定の 趣旨 及び 経緯 この 規格に 対応す る 国際規格 は， ISO/TC159 ( 人間工学） が 作成し， 1991 年 10 月に 発行 
された IJ^O 10075 (Ergonomic principles related to mental work-load— Lreneral terms and definitions) の 第 1 版て、、 め 
る。 

工業製品の 製造 及び 運用の 管理に 当たって は， 作業 者の 健康と 安全 を 考慮す る ことが， 製造 又は 運用 システム 全体 
の 安全 及び 生産性， 品質の 向上に 不可欠で ある。 人間と 機械 又は システムとの 整合性 を 図り， 人間に とって 最適な 作 
業 システムの 設計 を 行う こと は， 人間工学の 重要な 役割の 一つで ある。 特に， 近年の 生産 及び 運用の 自動 化の 普及に 
よって， 作業 者の 負担 は， 身体 的な ものから 精神的な ものへ と 重点が 変ィ 匕して きて おり， このような 作業 態 様の 変化 
に 対応す るた めに は， 身体 的 だけで な く ， 精神的な 作業 負荷に 対する 人間工学 的な 作業の 設計が 必要と なって き た。 
しかし， 精神的 作業 負荷に 関して は， 負荷 （いわゆる ストレス） を はじめと して， その 用語の 使用に 混乱が 生じて い 
る。 そこで， 精神的 作業 負荷に 関する 専門用語の 標準化 を 図る ことが 要望され てきた。 

こ う した 動き を 受けて， 工業技術 院 では 平成 5 年度に 工業 標準 制定 原案 調査 作成 委託 を 日本 人間工学 会に 対して 行 
い， 同学 会で は， ISO 10075 を 翻訳し， 慎重に 審議 を 行い， JIS 原案 を 作成した。 

同学 会から 提出され た JIS 原案 は， 平成 6 年 8 月の 日本 工業 標準 調査 会 基本 部会の 審議 を 経て， 平成 6 年 12 月 1 日付け 
で 通商産業大臣 によって 制定され た。 



2. 審議 中 特に 問題に なった 事項 この 規格で は， 作業 者に 外部から 加わり， 精神的な 影響を及ぼす 刺激 を 負荷， こ 
の 負荷の 作業 者への 影響 を 負担と 定義して いる。 ISO 10075 では 負荷 は stress, 負担 は strain に 対応して いる カズ， 人 
間 工学 専門家の 中で も， 外的な 刺激 を stressor, 反応 を stress と 用いて いる 場合が あり， 審議 中に も 問題と なった。 し 
たがって， 英語の stress という 用語 力、 負荷と いう 意味で 用いられる 場合と， 負担と いう 意味で 用いられる 場合と が 
ある ことに 注意す る 必要が ある。 この 点に 関して は， ISO 10075 の 定義が 諸外国に 浸透し， 混乱が 生じなくなる こ 
と を 期待したい。 

一方， ISO 10075 の 表題に ある work- load は， 作業の 負荷と 負担と を 合わせた 意味 を もち， 日本語で は 負荷と 表現 
される 場合と， 負担と 表現され る 場合と が ある。 しかし， 曰 本 語に はこの ような 意味 を もつ load に 対応した 適切な 用 
語 力 《 他に 存在し ないた めに， work-load を 作業 負荷と 訳した。 したがって， 作業 負荷と いう 場合に は， 作業に よる 負 
荷と 負担との 両方 を 含む 広義の 意味で 用い， 精神的 負荷と いう 場合に は， 狭義の 負荷の 意味で 用いる こと と した。 



3. 懸案 事項 ISO/TC159/WG2 では， ISO 10075 の 発行に 引き続いて， 精神的 作業 負荷の 設計の 原則の 標準化 
作業 を 行って おり， DIS 100 7 5-2 が 審議 中で ある。 この ISO 規格が 制定され た 場合に は， これに 対応す る JIS の 制 

定を 行う 予定で ある。 

また， ISO 10075 は， ISO 6385-1981 (Ergonomic principles in the design of work systems) の 追加 規格と して 
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2 8502-1994 (ISO 10075: 1991) 解説 

制定され たもので あるが， ISO 6385 は 現在， 大幅な 改定 作業 を 行って おり， 審議 継続 中で ある。 しかし， これに 対 
応 した JIS が 早急に 制定され る ことが 望ましい。 
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